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　市ネオホッケー大会が２月18日に由利体育館で行われ、一般男子・
一般女子・混成・ジュニアの４部門に計17チームが参加して熱戦を
繰り広げました。選手は寒さにも負けずコートを駆け回り、ゴール
を目指して懸命にボールを追いかけていました。

売繁売繁盛売繁盛プレゼントつきプレゼントつき!プレゼントつき!

ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

20

〒015-8501 秋田県由利本荘市尾崎17番地
 Eメール：kouho@city.yurihonjo.lg.jp

森林環境の保全などに配慮した紙を使用しています。
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広
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「
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
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所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号

・
ク
イ
ズ
の
答
え
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お
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よ
り
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―
◆

※個人情報は記載内容の確認、プレゼントの発送のために使用し、この目的以外には使用しません。

「お酒の本当のおいしさを楽しんでもらいたい」と話す佐藤さん

㎖

Q1  

　１.  笹子獅子まつり
　２.  笹子かまくらまつり
　３.  笹子雪まつり

獅子頭の雪像がシンボル。
鳥海地域の冬のまつりは？ Q2

　１.  ３月10日
　２.  ３月18日
　３.  ３月21日

由利本荘ひな街道、今年の
町中ひなめぐりは何日まで？

３/ ２２２２（木）
までまで3/ 22（木）ま
で

読 者
プレゼント

《第69回》《第69回》

「おいしい「おいしい」お酒を多くの方にお酒を多くの方に！「おいしい」お酒を多くの方に！
《第69回》

広広

ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ「
情
報
ラ
ン
ド
」

で
の
放
送
は

　

20
代
の
頃
は
お
酒
の
場
に

行
っ
て
も
ウ
ー
ロ
ン
茶
を
飲
み
、

運
転
手
を
買
っ
て
出
て
い
た
と

い
う
亘
さ
ん
。
「
酔
う
た
め
の

お
酒
」
で
は
な
く
「
お
い
し
い

お
酒
」
を
知
っ
て
か
ら
、
お
酒

に
魅
力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
「
お
酒
が
で
き
る
ま

で
の
ス
ト
ー
リ
ー
も
一
緒
に
楽

し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、
酒

蔵
や
杜
氏
に
つ
い
て
紹
介
す
る

自
作
の
パ
ネ
ル
を
店
に
飾
っ
て

ア
ピ
ー
ル
す
る
力
の
入
り
よ
う
。

お
酒
の
お
い
し
さ
、
面
白
さ
を

感
じ
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
一

度
お
店
を
訪
ね
て
み
て
は
？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る

市
内
各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
鳥
海
地
域
の
「
ま
る
ひ
ろ
酒
店
」で
す
。

！！

売
繁
盛

こ
の
コ

市
内
各

今
回
は

売
繁
盛

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

店
主
の
佐
藤
亘
さ
ん（
44
歳
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

《鳥海町伏見字川添52番地9  ☎57－2022》　　《鳥海町伏見字川添52番地9  ☎57－2022》　　《鳥海町伏見字川添52番地9  ☎57－2022》　　

鳥海地域鳥海地域 まるひろ酒店まるひろ酒店
《鳥海町伏見字川添52番地9  ☎57－2022》　　《鳥海町伏見字川添52番地9  ☎57－2022》　　

鳥海地域 まるひろ酒店

■
あ
ら
ま
し

　

昭
和
23
年
に
祖
父
の
廣
之
助

さ
ん
が
雑
貨
屋
と
し
て
店
を
始

め
、
同
27
年
に
酒
屋
に
な
っ
た
。

亘
さ
ん
は
三
代
目
。
元
々
は
お

酒
が
苦
手
で
店
を
継
ぐ
つ
も
り

も
な
か
っ
た
が
、
10
年
前
、
父

の
他
界
を
機
に
気
持
ち
が
変
化
。

あ
ら
た
め
て
全
国
の
い
ろ
い
ろ

な
お
酒
を
飲
ん
で
み
て
お
酒
の

お
い
し
さ
に
気
付
き
「
こ
れ
は

や
る
し
か
な
い
、
絶
や
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
」
と
店
を
続
け

◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆
―
◆ 会えるとラッキー？

飼い猫の「チビ専務」目当て
に訪れるお客さんもいるとか

お酒の瓶や紹介パネルなどが並ぶ店内。
手前にはちょっと座って休めるスペースも

る
こ
と
を
決
意
し
て
今
に
至
る
。

亘
さ
ん
は
通
信
販
売
も
始
め
、

地
元
だ
け
で
な
く
全
国
に
客
層

が
広
が
っ
て
い
る
。「
こ
ん
な
田

舎
に
お
店
が
あ
る
の
？
」
と
遠

方
か
ら
足
を
運
ん
で
く
れ
る
人

も
い
て
、
今
は
店
頭
販
売
と
通

信
販
売
が
半
々
く
ら
い
。

■
こ
だ
わ
り

　

お
酒
の
品
質
管
理
に
は
徹
底

し
て
気
を
配
っ
て
い
る
。
た
だ

お
酒
を
置
い
て
い
る
だ
け
で
は

せ
っ
か
く
の
お
い
し
さ
が
損
な

わ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の

で
、
温
度
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、

照
明
や
フ
ィ
ル
ム
で
紫
外
線
対

策
に
も
気
を
付
け
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
仕
入
れ
は
問
屋

か
ら
で
は
な
く
酒
蔵
と
の
直
接

契
約
。
種
類
を
む
や
み
に
増
や

す
の
で
は
な
く
、
信
頼
す
る
酒

蔵
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に
し
、

自
分
の
舌
で
味
を
確
か
め
た
お

酒
を
置
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

秋
田
の
お
酒
も
県
外
の
お
酒
も

両
方
取
り
扱
う
こ
と
で
、
互
い

の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
。

■
よ
ろ
こ
び

　
「
お
い
し
い
お
酒
が
飲
み
た
い

と
思
っ
た
ら
こ
こ
に
来
る
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
一
番
う
れ

し
い
。
お
酒
を
通
し
て
全
国
の

人
と
つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と

も
楽
し
み
。
毎
年
矢
島
で
開
か

れ
る
自
転
車
の
大
会
「
Ｍ
ｔ
鳥

海
バ
イ
シ
ク
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
」に

東
京
な
ど
か
ら
来
る
仲
間
と
参

加
し
て
い
て
、
店
で
お
酒
を
飲

み
な
が
ら
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
す

る
う
ち
に
人
の
輪
が
広
が
る
。

■
こ
れ
か
ら

　

具
体
的
な
目
標
を
設
け
ず
、

毎
日
と
に
か
く
続
け
て
い
く
の

が
自
分
の
や
り
方
。
居
心
地
が

良
く
て
大
好
き
な
こ
の
場
所
を

拠
点
に
、
こ
れ
か
ら
も
「
由
利

本
荘
市
」「
鳥
海
町
」
の
名
前
を

広
く
覚
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
る
よ
う
や
っ
て
い
き
た
い
。

ひ
ろ
の
す
け

日本酒・焼酎・果実酒など
さまざまな種類のお酒が揃います

○営業時間／
 冬季8:00～20:00
 夏季8:00～21:00
○不定休

まるひろ酒店

わ
た
る

●

●

●

鳥海
総合支所

まいーれ

矢島へ▲
JA
鳥海支店

〒

10808108

〒

ま
る
ひ
ろ
酒
店
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オープニングセレモニーオープニングセレモニーオープニングセレモニー

～２/10 ４/８～２/10土 ４/８日

町中ひなめぐり町中ひなめぐり
まち  なかまち  なか

町中ひなめぐり
まち  なか

～３/10 1818～３/10土 18 日

企画
展示

公開
展示

３/ 11時半～時半～
会場／会場／由利高原鉄道  矢島駅由利高原鉄道  矢島駅

10３/ 11時半～
会場／由利高原鉄道  矢島駅

10土

各地域展示資料館の休館日は月曜日。
　  　［３月12日（月）は開館します］

◇催しの内容やひなメニューについて、詳しくは各地域の町中ひなめぐりマップ、
　または市観光協会ホームページをご確認ください。

岩城地域 早川家所蔵のおひなさま

企画画

　
矢
島
郷
土
資
料
館

　

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　

入
館
料　

無
料

　
　●

ひ
な
街
道
「
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
」

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

日
時　

３
月
10
日
㈯ 

11
時
半

　
　
　
　

〜
正
午

　

会
場　

矢
島
駅

●
キ
ッ
ズ
お
も
て
な
し
隊

　

矢
島
小
３
年
生
が
お
茶
の
接
待

　

や
案
内
を
し
ま
す
。

　

日
時　

３
月
13
日
㈫
、
14
日
㈬

　
　
　
　

13
時
半
〜
15
時

　

会
場　

福
祉
会
館
・
八
森
苑

●
矢
島
柳
飾
り
講
習
会

　

日
時　

３
月
11
日
㈰　

10
時
〜

　
　
　
　

正
午
、
13
時
〜
15
時 　

　

会
場　

日
新
館

●
矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
も
り
あ
げ
隊

　

矢
島
中
学
校
・
矢
島
高
校
の
生
徒

　

が
展
示
会
場
を
案
内
し
ま
す
。

　

開
催
日　

３
月
11
日
㈰
、
17
日

　
　
　
　
　

㈯　

●
ガ
イ
ド
付
き
コ
ー
ス
め
ぐ
り

　

ひ
な
め
ぐ
り
を
し
な
が
ら
町
の

　

見
ど
こ
ろ
も
案
内
し
ま
す
。

　

料
金　

６
人
ま
で
２
時
間
千
円

　

※

要
予
約
。
６
人
以
上
に
も
対

　
　

応
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
先　

見
ど
こ
ろ
案
内

　
　

人
の
会　

０
９
０―

４
０
４

　
　

０―

７
１
８
５（
東
海
林
）、

　
　

55―

４
２
１
５
（
高
橋
）

●
矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
券

　

矢
島
地
域
限
定
で
期
間
中
何
度

　

で
も
ご
見
学
い
た
だ
け
る
絵
馬

　

型
の
フ
リ
ー
パ
ス
で
す
。
期
間

　

中
に
願
い
事
を
書
い
て
矢
島
駅

　

に
お
届
け
い
た
だ
く
と
、
後
日
、

　

矢
島
ス
キ
ー
場
内
の
「
幸
福
神

　

社
」
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

販
売
場
所　

矢
島
駅
、
福
祉
会

　
　
　
　
　
　

館
、
道
益
苑

　

価
格　

３
０
０
円　

問
い
合
わ
せ
先

　

矢
島
ひ
な
め
ぐ
り
実
行
委
員
会

　

事
務
局　

☎
55―

４
９
５
３

　
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館

　

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　

入
館
料　

一
般
２
１
０
円

史
跡
保
存
伝
承
の
里　

天
鷺
村

　

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　

入
村
料　

一
般
４
１
０
円

●
２
施
設
共
通
券

　

価
格　

一
般
５
０
０
円
（
４
月

　
　
　
　

８
日
ま
で
有
効
）

　
●
お
箏
で
奏
で
る
ひ
な
ま
つ
り

　

日
本
の
伝
統
楽
器
お
箏
の
ミ
ニ

　

コ
ン
サ
ー
ト
。
お
ひ
な
さ
ま
に

　

囲
ま
れ
た
会
場
で
お
箏
の
澄
ん

　

だ
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

日
時　

３
月
４
日
㈰ 

13
時
半
〜

　

会
場　

亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美

　
　
　
　

術
館

問
い
合
わ
せ
先

　

亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館　

　

☎
74―

２
５
０
０
、
史
跡
保
存

　

伝
承
の
里  

天
鷺
村　

☎
74―

　

２
５
２
５

　
出
羽
伝
承
館（
道
の
駅
お
お
う
ち
隣
）

　

素
朴
で
愛
ら
し
い
八
橋
土
人
形

　

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

開
館
時
間　

９
時
〜
18
時

　
　
　

（
土･

日･

祝
は
17
時
ま
で
）

　

入
館
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

出
羽
伝
承
館  
☎
62―

０
５
０
５

　

期
間　

３
月
10
日
㈯
〜
18
日
㈰

　
　善
隣
館
・
前
郷
駅
・
ゆ
り
え
も
ん

　

地
元
サ
ー
ク
ル
が
制
作
し
た　

　

つ
る
し
び
な
な
ど
を
展
示
し

　

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

善
隣
館　

☎
53―

２
２
４
５
、

　

前
郷
駅　

☎
53―

３
４
３
６
、

　

ゆ
り
え
も
ん 

☎
53―

２
６
５
１

岩城地域 早川

お
ひ
な
さ
ま
を
巡
る
「
ひ
な
街
道
」
の
旅
へ―

昨
年
の
各
地
域
「
ひ
な
街
道
」
の
様
子

本
荘
郷
土
資
料
館

　

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　

入
館
料　

大
人
１
０
０
円

修
身
館
（
本
荘
公
園
内
）

　

開
館
時
間　

９
時
〜
17
時

　

入
場
料　

無
料

 

●
ア
イ
シ
ン
グ
ク
ッ
キ
ー

　
　
　
　
　
　
　

制
作
体
験

　

か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
ク
ッ

　

キ
ー
を
作
り
ま
す
。

　

日
時  

３
月
11
日
㈰

　
　
　

  

①
10
時
〜
②
14
時
〜

　

会
場　

本
丸
の
館

　

定
員　

各
回
50
人

　

料
金　

一
人
２
０
０
円

●
手
作
り
ひ
な
人
形
展
示

　

市
内
の
保
育
園
児
が
作
っ
た

　

か
わ
い
い
ひ
な
人
形
を
展
示

　

し
ま
す
。

　

期
間  

３
月
10
日
㈯
〜
18
日

　
　
　
　

㈰  

９
時
〜
17
時

　

会
場　

本
丸
の
館

●
本
荘
傘
鉾
つ
る
し
飾
り
・

　

本
荘
ご
て
ん
ま
り
制
作
体
験

　

展
示
も
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

お
気
軽
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

日
時  

３
月
10
日
㈯
〜
11
日

　
　
　
　

㈰  

10
時
〜
15
時

　

会
場　

カ
ダ
ー
レ 

ホ
ワ
イ
エ

　
問
い
合
わ
せ
先

　

本
荘
町
中
ひ
な
め
ぐ
り
実
行

　

委
員
会  

☎
24―

６
３
４
９

　

期
間  

３
月
10
日
㈯
〜
18
日

　
　
　
　

㈰  

10
時
〜
16
時

　

会
場　

石
脇
公
徳
館
と
周
辺

　
　
　
　

の
通
り
沿
い
民
家   

　
　

 　

 

（
の
ぼ
り
旗
が
目
印
）

　　
▼
新
山
神
社
・
新
町
地
蔵
堂
・

由
利
本
荘
傘
鉾
展
示
▼
県
立
大

学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス
「
地
域
お

こ
し
」
パ
ネ
ル
展
示
▼
ひ
な
飾

り
・
つ
る
し
び
な
・
紙
人
形
・

創
作
ひ
な
展
示
▼
神
楽
舞
い
・

裸
ま
い
り
の
上
映
▼
石
川
善
兵

衛
翁
の
写
真
・
功
績
パ
ネ
ル
展

示
▼
「
ふ
る
さ
と
石
脇
の
移
り

変
わ
り
」
写
真
パ
ネ
ル
展
示
▼

石
脇
３
保
育
園
児
に
よ
る
手
作

り
ひ
な
展
示

　　
▼
長
谷
川
洋
子
御
一
行  

民
謡

シ
ョ
ー　

３
月
10
日
㈯  

11
時
〜

▼
紙
人
形
作
り
体
験　

３
月
10

日
㈯　

14
時
〜
▼
石
脇
神
楽
の

笛
・
太
鼓
実
演
・
石
脇
さ
ん
ぶ
つ

（
唄
）披
露  

３
月
11
日
㈰  

11
時
・

14
時
〜
▼
津
軽
三
味
線
（
佐
々

木
重
吉
さ
ん
） 

３
月
17
日
㈯　

11
時
・
14
時
〜  

▼
石
脇
祭
典

子
ど
も
た
ち
の
山
車
踊
り
披
露  

３
月
18
日
㈰ 

11
時
・
14
時
〜
▼

神
楽
殿
公
開
・説
明　

期
間
中
、

土･

日
の
午
前
・
午
後

展
示

展
示
な
ど

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

石
脇
ひ
な
町
め
ぐ
り

本
荘

展
示

展
示

展
示

展
示

由利高原鉄道
　「おひなっこ列車」

こ
と

　

こ
こ
由
利
本
荘
に
は
、
江
戸
時
代
か
ら
武
家
・
商
家
の
子
孫

に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
ひ
な
人
形
」
が
あ
り
ま
す
。
戊

辰
戦
争（
秋
田
戦
争
）の
戦
火
を
逃
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
も

乗
り
越
え
て
、
１
５
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
多
く
の
家
で
大
切

に
守
ら
れ
、
女
の
子
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
各
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
ひ
な
人
形
を
展
示

す
る
「
由
利
本
荘
ひ
な
街
道
」を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
ご
家
族
や
ご
友
人
と
一
緒
に
、
ひ
な
街
道
の
旅
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

道の駅岩城提供「ひな御前弁当」

　毎年好評の「おひなっこ列車」
を今年も運行します。　

 
　
区間　羽後本荘駅～矢島駅
期間　３月10日㈯～18日㈰ 
運行時刻
　矢島駅　　　９：56 発
　羽後本荘駅　10：46 発
※３月17日㈯の時刻改正に伴い、
　一部列車時刻が変更となります。
料金（羽後本荘～矢島）
　　　　　片道　６００円　
問い合わせ先　由利高原鉄道　
☎５６―２７３６

　秋田由利牛やお酒など、特産
品が当たります。
応募期限　４月８日㈰まで
スタンプ設置場所
亀田城佐藤八十八美術館・出羽
伝承館・本荘郷土資料館・矢島
郷土資料館
問い合わせ先
　市観光協会（観光文化振興課内）
　☎２４―６３４９

 

　　

　ひな街道の期間にあわせて、
市内の14カ所のレストランなど
で特別メニューを提供していま
す。ひなめぐりの途中にぜひご
利用ください。

由利本荘の
　特産品が当たる
スタンプラリー
　　　　　　開催!

「ひなメニュー」を
　　　　　　召し上がれ!

大
内

由
利

岩
城

矢
島

▼
販
売　

本
荘
う
ど
ん
の
乾
麺

（
土
・
日
）、
吉
野
屋
菓
子
舗
の

菓
子
（
土
・
日
）、
抹
茶
・
コ
ー
ヒ
ー

※

期
間
中
は
毎
日
、
甘
酒
を
無
料

　

で
提
供
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

石
脇
地
域
お
こ
し
実
行
委
員

　

会　

☎
０
８
０―

５
７
３
６

　

―

４
６
８
８
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「
や
し
ま
冬
ま
つ
り
」
が
２

月
10
日
に
矢
島
駅
前
広
場
で
開

催
さ
れ
、
地
元
の
天
寿
酒
造
と

佐
藤
酒
造
店
で
は
、
恒
例
の

「
酒
蔵
開
放
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

駅
前
に
は
地
元
特
産
品
な
ど

の
出
店
が
軒
を
連
ね
、
無
料
列

車
な
ど
で
詰
め
掛
け
た
皆
さ
ん

が
、
旧
藩
主
を
縁
と
す
る
香
川

の
本
場
さ
ぬ
き
う
ど
ん
な
ど
を

堪
能
。
各
酒
蔵
で
は
、
し
ぼ
り

た
て
の
新
酒
の
試
飲
や
即
売
が

行
わ
れ
、
人
気
を
博
し
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
駅
前
広
場
に
は
矢
島

高
校
や
地
元
事
業
所
が
作
っ
た

雪
の
灯
籠
や
滑
り
台
、
か
ま
く

ら
が
並
び
、
子
ど
も
た
ち
が
ス

ノ
ー
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
や
雪
中
た

か
ら
探
し
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽

し
み
、
大
き
な
歓
声
を
響
か
せ

ま
し
た
。

　

大
井
健
太
郎
君
（
６
歳
・
矢

島
町
七
日
町
）
は
「
そ
り
の
レ
ー

ス
に
弟
と
初
め
て
参
加
し
ま
し

た
。
思
い
切
っ
て
滑
り
、
参
加

賞
も
も
ら
え
て
よ
か
っ
た
」
と

お
母
さ
ん
を
見
な
が
ら
笑
っ
て

い
ま
し
た
。

や
し
ま
冬
ま
つ
り
・
酒
蔵
開
放　

地
域
の
名
物
や
ゲ
ー
ム
な
ど
満
喫

　

冬
の
雪
国
の
暗
い
イ
メ
ー
ジ

を
明
る
く
元
気
に
し
よ
う
と

「
雪
も
の
が
た
り
２
０
１
８
」

が
２
月
11
日
、
道
の
駅
「
東
由

利
」
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
雪
中
宝
さ
が
し
や

親
子
ソ
リ
レ
ー
ス
な
ど
が
行
わ

れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
雪
国

な
ら
で
は
の
遊
び
を
楽
し
ん
だ

ほ
か
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
体
験

で
は
、
雪
原
を
疾
走
す
る
バ
ナ

ナ
ボ
ー
ト
に
乗
っ
た
子
ど
も
た

ち
が
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
超
神
ネ
イ
ガ
ー

と
の
餅
つ
き
大
会
や
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
が
行
わ
れ
、
会
場

は
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

雪
も
の
が
た
り
２
０
１
８　

雪
国
な
ら
で
は
の
遊
び
楽
し
む

　

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
事

例
や
手
法
を
学
ぼ
う
と
「
第
７

回
市
地
域
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が
１
月
30
日
、
カ
ダ
ー

レ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
持
続
可

能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所
の

藤
山
浩
所
長
が
「
地
元
の
資
源

や
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
ま
ち
が

地
域
人
口
の
安
定
を
達
成
し
て

い
る
。
次
世
代
へ
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る
こ
と
が
大
事
」
と
地

域
を
元
気
に
す
る
た
め
の
手
法

を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
の
地
域
づ
く

り
推
進
事
業
を
活
用
し
た
４
団

体
に
よ
る
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
地
域
づ
く
り
の
手
法

を
学
ぼ
う
と
、
真
剣
な
面
持
ち

で
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

第
７
回
市
地
域
づ
く
り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム　

地
域
を
元
気
に
す
る
手
法
を
学
ぶ

Yurihonjo city public Relations. 2018

地域を元気にする手法を語る藤山さん

平
成
29
年
度

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
団
体
・

個
人
を
表
彰

1070

功　

労　

賞

藤
田
昭
子
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
本
荘
由
利

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）、
佐
藤
源

一（
野
球
・
鳥
海
体
育
協
会
）、熊
谷
正（
サ
ッ

カ
ー
・
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
）、小
林
新（
ボ
ー

ト
・
子
吉
川
ボ
ー
ト
連
盟
）、渡
部
聖
一（
水

泳
・
由
利
本
荘
水
泳
協
会
）、篠
田
幸
治（
卓

球
・
本
荘
由
利
卓
球
協
会
）

優
秀
指
導
者
賞

福
士
宏
之
（
ボ
ー
ト
・
本
荘
南
中
）

栄　

光　

賞　

  

個  

人

大
場
万
弥
（
柔
道
・
本
荘
東
中
３
年
）、
松

川
瑛
（
カ
ヌ
ー
・
本
荘
高
１
年
）、
高
橋
り

の
（
弓
道
・
由
利
高
３
年
）、
佐
藤
陽
大
（
卓

球
・
野
田
学
園
高
３
年
）、
山
谷
洸
芽
（
レ

ス
リ
ン
グ
・
秋
田
商
３
年
）、
佐
藤
雅
也

（
ボ
ー
ト
・
明
治
大
１
年
）、
小
野
政
貴

（
ボ
ー
ト
・
日
本
体
育
大
２
年
）、
小
野
祐

佳
（
カ
ヌ
ー
・
秋
田
県
体
育
協
会
）、
成
田

祐
也
（
弓
道
・
由
利
本
荘
市
役
所
）、
佐
々

木
ミ
カ
（
陸
上
・
ゆ
り
支
援
学
校
高
等
部

３
年
）、大
場
洸
貴（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・

ゆ
り
支
援
学
校
高
等
部
３
年
）、
大
場
海
斗

（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ゆ
り
支
援
学
校

高
等
部
３
年
）

栄　

光　

賞　

  

団  

体

本
荘
南
中
学
校
ボ
ー
ト
部
、
本
荘
高
等
学

校
端
艇
部
女
子
、
本
荘
高
等
学
校
端
艇
部

男
子

奨　

励　

賞　

  

個  

人

伊
豆
一
葉
（
空
手
・
新
山
小
１
年
）、
阿
部

彪
雅（
空
手
・
子
吉
小
１
年
）、土
田
遥
心（
ス

キ
ー
・
矢
島
小
１
年
）、
伊
藤
蓮
夏
（
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
・
岩
城
小
１
年
）、
村
上
つ
ば
き

（
ス
キ
ー
・
鳥
海
小
１
年
）、松
永
暖
風（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
・
岩
城
小
２
年
）、
佐
藤
奏
汰

（
空
手
・
鶴
舞
小
２
年
）、
佐
々
木
か
な
の

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
東
由
利
小
２
年
）、
五

十
嵐
慧
（
レ
ス
リ
ン
グ
・
新
山
小
２
年
）、

寺
田
志
乃
（
空
手
・
岩
城
小
２
年
）、
国
井

亮
太（
空
手
・
鶴
舞
小
２
年
）、伊
東
陽
向（
空

手
・
新
山
小
４
年
）、
大
場
杏
理
（
空
手
・

尾
崎
小
５
年
）、
国
井
璃
玖
（
空
手
・
鶴
舞

小
５
年
）、阿
部
颯
大（
柔
道
・
小
友
小
５
年
）、

柴
田
優
衣
（
陸
上
・
鶴
舞
小
５
年
）、
大
山

智
也
（
テ
ニ
ス
・
岩
城
小
５
年
）、
阿
部
琥

太
郎
（
レ
ス
リ
ン
グ
・
新
山
小
６
年
）、
佐

藤
宏
太
（
陸
上
・
尾
崎
小
６
年
）、
加
藤
恋

羽
來（
空
手
・
新
山
小
６
年
）、高
橋
泰
成（
空

手
・
岩
城
小
６
年
）、
小
松
勇
斗
（
柔
道
・

尾
崎
小
６
年
）、
石
垣
明
衣
（
柔
道
・
由
利

小
６
年
）、今
野
蒔
友（
柔
道
・
小
友
小
６
年
）、

佐
藤
圭
翼
（
空
手
・
鶴
舞
小
６
年
）、
菅
原

日
雅
（
空
手
・
小
友
小
６
年
）、
加
藤
愛
（
空

手
・
鶴
舞
小
６
年
）、
佐
藤
彩
来
（
空
手
・

鳥
海
小
６
年
）、
高
橋
秀
和
（
ス
キ
ー
・
矢

島
小
６
年
）、
猪
股
元
典
（
ス
キ
ー
・
本
荘

南
中
１
年
）、
木
島
伸
介
（
ボ
ー
ト
・
本
荘

東
中
２
年
）、
冨
樫
明
音
（
柔
道
・
本
荘
北

中
２
年
）、
今
野
有
理
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・

岩
城
中
２
年
）、
梅
津
友
熙
（
ス
キ
ー
・
東

由
利
中
３
年
）、
原
野
剣
太
郎
（
カ
ヌ
ー
・

本
荘
東
中
３
年
）、
中
尾
洋
平
（
陸
上
・
岩

城
中
３
年
）、
横
山
叶
帆
（
ボ
ク
シ
ン
グ
・

西
目
高
２
年
）、
鈴
木
愛
美
（
卓
球
・
秋
田

商
２
年
）、
鈴
木
し
い
な
（
剣
道
・
秋
田
商

３
年
）、
熊
谷
龍
（
ボ
ク
シ
ン
グ
・
西
目
高

３
年
）、
佐
藤
永
希
（
柔
道
・
本
荘
高
３
年
）、

浅
田
高
隆
（
陸
上
・
西
目
高
３
年
）、
佐
藤

靖
香
（
弓
道
・
公
文
式
学
習
塾
）、
小
松
幸

円
（
剣
道
・
市
剣
道
連
盟
）、
石
川
勤
（
サ
ッ

カ
ー
・
秋
田
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に

か
ほ
）、
田
中
和
彦
（
サ
ッ
カ
ー
・
秋
田
シ

ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
か
ほ
）、
池
田
鉱

三
（
サ
ッ
カ
ー
・
秋
田
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

ク
ラ
ブ
に
か
ほ
）、正
木
修
一（
サ
ッ
カ
ー
・

秋
田
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
か
ほ
）、

佐
々
木
昭
（
サ
ッ
カ
ー
・
秋
田
シ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
に
か
ほ
）、
小
石
克
則
（
サ
ッ

カ
ー
・
秋
田
シ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に

か
ほ
）、
鈴
木
祐
悦
（
サ
ッ
カ
ー
・
秋
田
シ

ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
に
か
ほ
）

奨　

励　

賞　

  

団  

体

小
友
唯
心
塾
、
西
目
卓
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
Ａ
チ
ー
ム
、
西
目
シ
ー
ガ
ル
ズ
Ｊ
ｒ
野

球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
本
荘
南
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
本
荘
北
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
部
、由
利
高
等
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、

本
荘
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
男
子

　

長
年
に
わ
た
り
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
や
、
各
大
会
で
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
た
選
手

や
チ
ー
ム
の
栄
光
を
た
た
え
る
「
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
２
月
７
日
、
ア
ク
ア
パ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
決
意
を
新
た
に
さ
ら
な
る
前
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

栄
光
栄
光

（
敬
称
略
）
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笹
子
雪
ま
つ
り
が
２
月
10
日

か
ら
11
日
の
２
日
間
に
か
け
て

道
の
駅
「
清
水
の
里
・
鳥
海
郷
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
を
目
的
に
「
笹
子
雪

ま
つ
り
実
行
委
員
会
」
が
主
催

し
た
も
の
で
、
今
年
で
８
回
目

と
な
り
ま
す
。
会
場
に
は
、
ま

つ
り
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
て
い

る
巨
大
な
獅
子
頭
の
雪
像
が
つ

く
ら
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

10
日
の
夜
に
は
、
雪
明
か
り

街
道
や
ど
ん
と
焼
き
が
行
わ
れ
、

か
が
り
火
や
ろ
う
そ
く
の
明
か

り
で
彩
ら
れ
た
会
場
は
、
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

小
松
耕
輔
音
楽
兄
弟
顕
彰
会

（
小
松
義
典
会
長
）
が
、
県
の

芸
術
文
化
の
振
興
に
尽
力
し
た

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
文
化
賞

（
県
芸
術
選
奨
特
別
賞
）
を
受

賞
し
ま
し
た
。

　

昨
年
同
顕
彰
会
で
は
、
東
由

利
地
域
出
身
の
音
楽
家
・
小
松

耕
輔
が
日
本
音
楽
教
育
の
先
駆

者
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
「
小

松
耕
輔
生
誕
１
３
０
年
記
念

誌
」
を
発
行
。
こ
の
記
念
誌
が
、

功
績
を
多
く
の
人
た
ち
に
再
認

識
さ
せ
る
も
の
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

笹
子
雪
ま
つ
り

巨
大
な
獅
子
頭
の
雪
像
に
歓
声

佐々田教育長に図書を手渡す橋本青年部会長（右）小松耕輔音楽兄弟顕彰会の皆さん

小
松
耕
輔
音
楽
兄
弟
顕
彰
会　

ふ
る
さ
と
文
化
賞
を
受
賞

　

本
荘
法
人
会
か
ら
こ
の
ほ
ど
、

市
内
３
中
学
校
に
図
鑑
な
ど
の

図
書
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
同
会
の
青
年

部
会
が
地
域
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
平
成
10
年
か
ら
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年

は
岩
城
・
東
由
利
・
鳥
海
の
市

内
３
中
学
校
と
に
か
ほ
市
の
１

校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
会
の
橋
本
青
年
部
会
長
な

ど
３
人
は
２
月
９
日
、
佐
々
田

教
育
長
の
も
と
を
訪
れ
図
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。
佐
々
田
教
育

長
は
「
図
書
室
の
本
が
増
え
選

択
の
幅
が
広
が
る
こ
と
は
生
徒

た
ち
の
読
む
意
欲
に
つ
な
が
り

ま
す
。
毎
年
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

本
荘
法
人
会　

市
内
３
中
学
校
に
図
書
を
寄
贈

　

冬
の
寒
さ
と
秋
田
の
雪
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
「
ウ
イ
ン

タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
鳥

海
高
原
２
０
１
８
」
（
ゆ
り
ほ

ん
じ
ょ
う
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
主
催
）
が
２
月
11
日
、
南

由
利
原
青
少
年
旅
行
村
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

ウ
イ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
と
は
、
雪
上
で
ス
キ
ー
・
自

転
車
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
３
種
目

の
タ
イ
ム
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
こ
の
日
は
ス
キ
ー
の
代
わ

り
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
行
わ
れ
、

参
加
し
た
16
人
が
雪
上
で
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

前
日
に
降
っ
た
雨
と
当
日
の

雪
の
影
響
で
、
コ
ー
ス
は
と
て

も
走
り
に
く
い
状
態
で
し
た
が
、

参
加
者
は
完
走
を
目
指
し
て
雪

の
中
を
駆
け
て
い
ま
し
た
。

ウ
イ
ン
タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ｉ
ｎ
鳥
海
高
原
２
０
１
８　

雪
上
で
熱
戦
繰
り
広
げ
る

上段左から福田さん、佐々木（正）さん、佐々木（誠）さん、真坂さん、鈴木さん、
下段左から木村さん、菅原さん、長谷部市長、長谷川さん、岸野さん、本間さん

　

長
年
に
わ
た
る
技
能
の
研
さ

ん
と
、
業
界
の
発
展
や
後
進
の

育
成
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
を
た
た
え
る
「
市
優
良
技
能

者
表
彰
式
」
が
２
月
５
日
、
市

内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
木

村
国
男
さ
ん
（
67
歳
・
矢
島
町

七
日
町
）
、
菅
原
正
さ
ん
（
62

歳
・
内
黒
瀬
）
、
長
谷
川
政
弥

さ
ん
（
61
歳
・
田
町
）
、
岸
野

正
司
さ
ん
（
68
歳
・
岩
城
内
道

川
）
、
本
間
惣
二
さ
ん
（
63

歳
・
藤
崎
）
、
福
田
壽
さ
ん
（
63

歳
・
東
梵
天
）
、
佐
々
木
正
光

さ
ん
（
74
歳
・
二
十
六
木
）
、

佐
々
木
誠
一
さ
ん
（
69
歳
・
美

倉
町
）
、
真
坂
助
春
さ
ん
（
65

歳
・
薬
師
堂
）
、
鈴
木
忠
さ
ん

（
76
歳
・
曲
沢
）
の
10
人
の
方
々

で
す
。
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
優
良
技
能
者
表
彰
式　

優
良
技
能
者
10
人
を
表
彰

企業訪問時特産品お土産
石沢地区地域懇談会懇親会へ寸志
本荘高校同窓会・ＰＴＡ合同新年祝賀会会
費（　小野副市長）
佐藤源一氏旭日双光章受章を祝う会会費
市社交飲食同業組合新春の集い並びに組合
創立60周年祝賀会会費（　小野副市長）
秋田建築労働組合本荘由利支部総会新年会
へ寸志（　阿部副市長）
中央ブロック地区懇談会懇親会へ寸志
県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会
市との懇談会懇親会会費

仕事始め訓辞
五役・部長・支所長会議
新春商工パーティー
市消防出初式
市成人式
あきた総合家畜市場 初セリ
由利地域行政協力員会議
北内越地区懇談会・懇親会
五役会議
由利本荘地区沿岸防犯協会 ＬＥＤライト目録贈呈式
市農業振興懇談会・懇親会
市蟻山浄水場改良工事竣工式
鳥海地域 市民とのふれあいトーク
市商工会鳥海支所 新春懇談会・会員交流会
東由利地域 市民とのふれあいトーク
市管工事協同組合新年会
市ふるさと応援大使情報交換会・交流会（東京都）
在京矢島会新年懇親会（東京都）
五役会議
ねんりんピック秋田2017市実行委員会総会
市長と農業委員会との農政懇談会・懇親会
岩城地域 市民とのふれあいトーク
由利地域 市民とのふれあいトーク
石沢地区地域懇談会・懇親会
佐藤源一氏 旭日双光章受章を祝う会
五役会議
市議会臨時会
市議会全員協議会
中央ブロック地区懇談会・懇親会
市地域づくり推進フォーラム
西目地域 市民とのふれあいトーク
県宅地建物取引業協会本荘由利地区協議会市との懇
談会・懇親会

１月4日㈭

5日㈮
7日㈰
10日㈬
12日㈮
13日㈯

15日㈪

18日㈭

19日㈮

20日㈯
21日㈰

22日㈪

25日㈭
26日㈮
27日㈯
28日㈰

29日㈪

30日㈫

31日㈬

新春商工パーティー会費
鮎川地区行政懇談会懇親会へ寸志（　阿部副市長）
市建設コンサルタント協会新春懇談会会費
（　建設部長）
北内越地区懇談会懇親会へ寸志
石脇地区町内役員新春交流会会費（　阿部副市長）
屋敷集落市政懇談会懇親会へ寸志（　小野副市長）
市農業振興懇談会懇親会会費
企業訪問時特産品お土産
市商工会鳥海支所新春懇談会会員交流会会費
市管工事協同組合新年会へ寸志
市職労団結旗びらきへ寸志（　阿部副市長）
市ふるさと応援大使情報交換会交流会会費
在京矢島会新年懇親会へ寸志
市長と農業委員会との農政懇談会懇親会会費
ぱいんすぱ新山新春の集い会費（　小野副市長）
連合本荘地協・本荘由利地区労福協新春団
結旗開き会費（　総務部長）
由利本荘青年会議所新年祝賀会会費（　阿部副市長）

1月4日
6日

12日

13日

14日
15日

16日～18日
18日

19日

20日
21日
22日

23日

26日

3,000
3,440

3,000

3,460
2,000
3,440
6,000
6,538
4,000
3,480
3,482
6,000
10,000
5,000
3,000

2,000

5,000

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆市長交際費の報告

副市長交際費執行状況

（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）

（円）
○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
175,000

件　　　　　数
６　件

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

○代

26日

27日

28日

29日

31日

合　計

合　計

1月4日
15日

26日

　6,000
6,000

7,000

19,000

新春商工パーティー会費（両副市長出席3,000円×2人）
市農業振興懇談会懇親会会費（小野副市長出席）
「秋田の食＆観光フェアin湘南」親睦交流会
会費（小野副市長出席）

◆「市長の行動」報告（１月分）

3,126
2,860

5,000

10,000

10,000

3,482

3,479

5,000

115,787

Yurihonjo city public Relations. 2018
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問
い
合
わ
せ
先

市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
24―

６
２
９
１

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
総
務
課

☎
22―

４
２
８
２

鳥海山･飛島ジオパーク
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　  　　　水と命の循環」
【第39回】

林　信太郎 教授
秋田大学教育文化学部（火山地質学専門）

草津白根山の噴火と鳥海山

Mt.Chokai＆Tobishima Island Geopark

鳥海山・飛島ジオパーク

　本年１月23日、群馬県の草津白根山が突然噴火しました。私たち
の鳥海山はどうなのでしょう？突然噴火したりするのでしょうか？
　その可能性はあります。1974年にも鳥海山は噴火を起こしてい
ます。この噴火は、草津白根山の今回の噴火と同じく水蒸気噴火で
した。
　ただしです。あまり恐れる必要はありません。突然、噴火予知の
できない小さな噴火が発生する可能性はものすごく少ないのです。
でも、登山する場合、いざというときのことは考えておいてほしい
と思います。「百万が一」そのような噴火にあったなら（変な言い
方ですが、ざっと計算すると、１回の登山で突然の水蒸気噴火に遭
う可能性は100万分の１かそれ以下）、山小屋に隠れる、岩陰に隠
れる、隙を見て遠くに走って逃げるなど「逃げる」「隠れる」行動
を素早くとりましょう。
ヘルメットがあるとかなり
安全性が高まります。
　ぜひ、少しだけ気を遣い
ながら登山をして、鳥海山
の素晴らしい風景を楽しみ
ましょう。

市政情報

　

平
成
30
年
度
か
ら
次
の
指
定
管

理
者
が
、
施
設
の
管
理
運
営
を
し

ま
す
。

　

指
定
管
理
者
制
度
と
は
、
公
の

施
設
の
管
理
運
営
を
広
く
民
間
の

団
体
や
事
業
者
に
任
せ
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
施
設
運
営
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

制
度
で
す
。

　

今
後
と
も
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
一
層
向
上
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
市
ぽ
ぽ
ろ
健
康
運
動
公
園
総
合

体
育
館
・
ス
ポ
ー
ツ
広
場
】

○
指
定
管
理
者　

ミ
ズ
ノ
グ
ル
ー

　

プ
、
ミ
ズ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ビ

　

ス
株
式
会
社　

代
表
取
締
役　

　

田
中
勝
次

【
市
Ｂ
＆
Ｇ
由
利
海
洋
セ
ン
タ
ー

・
大
内
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
西
目
海

洋
セ
ン
タ
ー
】

○
指
定
管
理
者　

株
式
会
社
サ
ン

　

ア
メ
ニ
テ
ィ　

代
表
取
締
役　

　

吉
澤
幸
夫

指
定
期
間
（
２
施
設
共
通
）

・
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
同
34
年

　

３
月
31
日
ま
で
の
４
年
間

問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

☎
32―

１
３
３
４

問
い
合
わ
せ
先

危
機
管
理
課

☎
24―

６
２
３
８

●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●　
　
●

　

市政情報

３
月
14
日
㈬　

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

防
災
行
政
無
線
な
ど
を
用
い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す

平
成
30
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
が

施
設
の
管
理
運
営
を
し
ま
す

　

総
務
省
消
防
庁
に
よ
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
」

の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
情
報
伝
達

体
制
に
つ
い
て
万
全
を
期
す
る
た

め
の
試
験
放
送
で
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日　

３
月
14
日
㈬　

11
時
頃

情
報
伝
達
手
段　

防
災
行
政
無
線

（
全
市
域
）
の
試
験
放
送
、
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
音
声
告
知
端
末
の
試
験
放
送
、

消
防
防
災
メ
ー
ル
登
録
者
へ
の
試

験
配
信

試
験
放
送
・
配
信
内
容

　

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」
と
い
う
試
験
放
送
と
、

消
防
防
災
メ
ー
ル
配
信
が
行
わ
れ

ま
す
。

※
災
害
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

1974年に水蒸気噴火を起こした鳥海山山頂部

市政情報

　

市
で
は
、
住
民
異
動
届
（
転
入

・
転
出
・
転
居
）
の
受
け
付
け
と

各
種
証
明
発
行
が
で
き
る
「
休
日

等
臨
時
窓
口
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

年
度
末
・
年
度
初
め
は
、
転
勤

・
就
職
・
進
学
な
ど
で
住
所
変
更

な
ど
の
手
続
き
が
増
え
、
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
「
休
日
等

臨
時
窓
口
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

開
設
日
時　

３
月
21
日
㈬
・
24
日

㈯
・
31
日
㈯
、
４
月
７
日
㈯　

９

時
〜
15
時

開
設
場
所　

市
役
所
市
民
窓
口
セ

ン
タ
ー

※

各
総
合
支
所
窓
口
で
は
、
開
設

し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
業
務

○
転
入
・
転
出
・
転
居
な
ど
の
住

　

民
異
動
届
の
受
け
付
け

・
必
要
な
も
の…

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　

通
知
カ
ー
ド
、
ま
た
は
写
真
付

　

き
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
所

　

持
者
：
カ
ー
ド
の
更
新
の
み
後

　

日
と
な
り
ま
す
）、
国
保
保
険

　

証
（
加
入
者
）、
国
保
高
齢
受

　

給
者
証
（
該
当
者
）、
後
期
高

　

齢
者
保
険
証
（
該
当
者
）、
福

　

祉
医
療
費
受
給
者
証
（
該
当

　

者
）
な
ど

○
印
鑑
登
録
の
受
け
付
け

○
各
種
証
明
発
行
（
住
民
票
、
印

　

鑑
証
明
書
、
所
得
・
課
税
証
明

　

書
）

※

戸
籍
謄
本
な
ど
の
証
明
は
臨
時

窓
口
で
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

※

窓
口
で
は
本
人
確
認
（
免
許
証

な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

出
生
、
死
亡
な
ど
の
戸
籍
届
け
出

は
時
間
外
窓
口
の
当
直
の
受
け
付

け
と
な
り
ま
す
。

転
入
・
転
出
の
手
続
き
が
可
能

「
休
日
等
臨
時
窓
口
」を
開
設
し
ま
す

市政情報

　

平
成
27
年
10
月
以
降
、
番
号
法

の
施
行
に
伴
い
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

お
知
ら
せ
す
る
通
知
カ
ー
ド
を
順

次
送
付
し
ま
し
た
。

　

「
保
管
期
間
経
過
」
や
「
あ
て

所
な
し
」
な
ど
で
返
戻
さ
れ
た
通

知
カ
ー
ド
は
、
市
で
保
管
し
て
い

ま
す
が
、
保
管
期
間
を
経
過
し
た

も
の
は
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
廃

棄
処
分
と
な
り
ま
す
。

廃
棄
対
象　

平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
に
返
戻
さ
れ
た
方
の
分

※

廃
棄
処
分
後
に
通
知
カ
ー
ド
の

交
付
を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
、
再

交
付
扱
い
と
な
り
再
発
行
手
数
料

（
１
枚
５
０
０
円
）
が
か
か
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

☎
24―

６
２
４
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の

保
管
期
間
が
終
了
し
ま
す

市政情報

◇
指
揮
命
令
系
統
を
明
確
化

　

市
消
防
団
は
、
平
成
17
年
３
月

の
市
町
合
併
時
に
、
従
来
の
市
町

単
位
の
８
消
防
団
を
支
団
と
す
る

こ
と
で
、
一
つ
の
消
防
団
と
し
て

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
有
事
の
際

の
災
害
活
動
体
制
を
よ
り
迅
速
な

も
の
に
す
る
た
め
分
団
制
へ
移
行

し
、
指
揮
命
令
系
統
を
明
確
に
し

て
新
た
な
体
制
で
活
動
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度　

市
消
防
団
は

支
団
制
か
ら
分
団
制
に
移
行
し
ま
す

■
新
体
制

・
分
団
数…

８
分
団

・
部　

数…

49
部

・
班　

数…

１
３
４
班

・
団
員
数…

１
６
５
５
人

新組織図団　長

副団長

本　部

女性部

本 荘 分 団
矢 島 分 団
岩 城 分 団
由 利 分 団
大 内 分 団
東由利分団
西 目 分 団
鳥 海 分 団





軽
自
動
車
税
に
係
る
手
続
き
を

忘
れ
ず
に
！

　

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
譲
渡
や
相
続
で
車
両
の
所
有
者

が
変
わ
っ
た
場
合
や
車
両
を
廃
棄
し

た
場
合
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
名
義

変
更
や
抹
消
登
録
の
手
続
き
を
完
了

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
軽
自
動
車

税
は
原
則
、
定
置
場
（
使
用
の
本
拠

地
）
の
住
所
地
（
市
町
村
）
で
の
課

税
と
な
り
ま
す
。
市
外
へ
転
出
さ
れ

る
際
は
、
車
両
の
住
所
変
更
手
続
き

も
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。

　

車
両
に
よ
っ
て
手
続
き
先
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
軽
自
動
車
税

　

担
当　

☎
24
ー
６
３
０
３　

ま
た

　

は
各
総
合
支
所
振
興
課

石
脇
財
産
区
議
会
議
員
一
般
選
挙

立
候
補
届
出
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
立
候
補
届
出
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の
代
理
人

は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
13
日
㈫　

14
時
〜

会
場　

本
荘
由
利
広
域
行
政
セ
ン
タ

　

ー
３
階　

学
習
ホ
ー
ル　

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
24
ー
６
３
９
０

平
成
30
年
度
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
シ
ー

ズ
ン
券
の
申
し
込
み
を
開
始
し
ま
す

　

料
金
の
改
正
に
伴
い
、
取
り
扱
い

に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。
お
申
し

込
み
の
際
は
、
顔
写
真
（
カ
ラ
ー
・

裏
面
に
氏
名
を
記
載
し
た
も
の
）
を

忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
開
始　

３
月
１
日
㈭

価
格　

全
施
設
共
通
シ
ー
ズ
ン
券
：

　

１
６
６
０
０
円
、
３
施
設
共
通

　

シ
ー
ズ
ン
券
：
１
０
２
９
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
32
ー
１
３
３
４
、

　

本
荘
教
育
学
習
課　

☎
22
ー
２
６

　

７
３
、
岩
城
教
育
学
習
課　

☎
73

　

ー
２
４
６
８
、
矢
島
産
業
課　

☎

　

55
ー
４
９
５
３
、
東
由
利
産
業
課

　

☎
69
ー
２
１
１
６

タ
カ
タ
製
エ
ア
バ
ッ
グ　

リ
コ
ー
ル

作
業
を
受
け
て
く
だ
さ
い
！

　

平
成
30
年
５
月
か
ら
、
タ
カ
タ
製

エ
ア
バ
ッ
グ
の
リ
コ
ー
ル
未
改
修
の

場
合
、
車
検
が
通
ら
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
乗
っ
て
い
る
と
大
変
危
険

で
す
。
早
急
に
リ
コ
ー
ル
作
業
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
対
象
車
種
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
各
自
動
車
メ
ー

カ
ー
ま
た
は
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
タ
カ
タ

　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

☎
０
３
ー
５
５

　

３
９
ー
０
４
５
２

国
家
公
務
員
採
用
試
験
を

実
施
し
ま
す

　

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
申
し

込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
方
法
や
受
験

資
格
な
ど
の
詳
細
は
、
人
事
院
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

申
込
受
付
期
間　

３
月
30
日
㈮

　

９
時
〜
４
月
９
日
㈪

試
験
日　

４
月
29
日
㈰

一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

申
込
受
付
期
間　

４
月
６
日
㈮

　

９
時
〜
４
月
18
日
㈬

試
験
日　

６
月
17
日
㈰　

一
般
職
試
験
（
高
卒
者
）

申
込
受
付
期
間　

６
月
18
日
㈪

　

９
時
〜
６
月
27
日
㈬

試
験
日　

９
月
２
日
㈰

問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事
務
局

　

第
二
課
試
験
係　

☎
０
２
２
ー
２

　

２
１
ー
２
０
２
２

４㈰
10時～15時半

10時半～11時半
10時半～11時半

13時15分～15時半
10時半～11時半
13時半～15時
10時半～11時半

中央８㈭
22㈭

由利
中央

中央

中央

10㈯

中央
12㈪

中央

おはなし劇場（お話室） 絵本の読み聞かせほか

17日㈯～29日㈭　開館時間中 中央 リユース文庫（カダーレ東口）
秋田県よろず支援拠点サテラ
イト由利本荘（郷土資料室）

本荘お母さん読書会公開
講座（自然科学学習室２）

ヨミキカセ・ワールドワ
イド（お話室）

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか

専門家によるビジネスの無料相談

えほんでこんにちは（お話室） 絵本の読み聞かせ　ほか
古典講座（研修室１・２） 中古・中世日記文学で歩む 「十六夜日記」

課題図書名「幸福な生活」
 （百田尚樹／著）

保存年限の過ぎた雑誌や除籍本などをお譲りします。
 （先着順・冊数制限なし）※主に児童書・絵本

出演：おはなしたんぽぽの会
10時半～11時半 由利 おはなしでてこい 絵本の読み聞かせほか 出演：つくしんぼ

担当：あきた企業活性化センター
秋田県よろず支援拠点

出演：民話サークル

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演ほか 出演：民話サークル

出演：ゆりかごの会

10時半～11時 出羽 おはなしのへや 絵本の読み聞かせほか 出演：すずめの巣

講師：鈴木 タキさん

講師：中川節子さん

10時半～11時半

17㈯

由利
24㈯

外国語による絵本の読み聞かせ 出演：国境なき話し手

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

【本荘】本荘第一病院１階　３月16日㈮　10時半～13時
【大内】上川大内出張所、下川大内出張所※
【鳥海】笹子出張所※
※大内、鳥海の移動図書館は、月に１回入れ替えして常設。

中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

13日㈫、27日㈫、30日㈮
５日㈪、12日㈪、19日㈪、21日㈬、26日㈪
21日㈬
５日㈪、19日㈪、22日㈭、26日㈪※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

　本荘高校放送部が出演し、映像や音響を交
えた朗読会を開催します。
日時　３月25日㈰　13時～ 14時
会場　カダーレ３階　自然科学学習室２
※入場無料・申し込み不要

㋕カダーレ  ㋐アクアパル  　総合体育館  ㋛シーガル総

木

金

土

日

月
火
水
木
金

土

日

月

㋐　休館日

アルコール等依存症に関する研修会　14時～16時　㋕

　由利本荘市内の出来事やイベントはもちろ
ん、さまざまな情報を日々提供しているケー
ブルテレビ。その仕組みや内容についてわか
りやすく説明します。
日時　３月16日㈮　14時～15時
会場　カダーレ２階　研修室２
講師　市CATVセンター職員
定員　20人（参加無料・要申し込み）

１日　ハンドメイドマーケット　㋕
１日　竹中真ジャズピアノコンサート　14時～　入場料あり　㋐
８日　はっぴぃさぁくるフリーマーケット　㋕

火
水
木
金

土

日
月
火
水
木

金

土

日

月
火
水
木
金

土

㋐　　　休館日総

㋕　休館日

㋐　休館日

㋕　休館日
総

総
おとこの料理教室　９時半～12時半　参加料あり　㋕
社会人フットサル大会　８時～17時

第26回高橋宏幸賞感想文・感想画コンクール
　　　　　　優秀作品展・高橋宏幸原画展　９時～正午　㋕

図書館講座「本荘お母さん読書会共催読書会」　13時15分～15時半　㋕
㋐　　　休館日

おとなの社会科10時間目「ケーブルテレビの魅力について」　14時～15時　㋕

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～15時半　㋕
映画上映会　10時10分～　入場料あり　㋕

大人のための朗読会　13時～14時　㋕
コンノ楽器音楽教室発表会　①10時～ ②12時半～ ③15時～　㋕

南極展～白瀬南極探検隊長の生涯と南極観測～
　　   　　　　（～25日）　９時～18時（25日17時まで）　㋕

裏千家わけい会彼岸釜　10時～14時　参加料あり　㋕

総

あいマルシェ　11時～15時　㋕
古典講座「十六夜日記」　13時半～15時　㋕
戸田恵子新作演劇「Sing a Song」　開場13時半、開演14時　入場料あり　㋕
第28回三道書道教室   書の作品展・第７回TDK社友会書道同好会書道展（～19日）
　　　　　　　　　　　　 　　　10時～18時（17日13時から、19日16時まで）　㋕
第19回ゆりカップ東北選抜小学生バレーボール大会（～ 18日）　８時～ 18時　

ゆりほんじょう人形劇フェスティバル　上演　９時半～15時半　入場料あり　㋕
男性のヨーガ体験会　10時～11時半　参加料あり　㋕

総

本荘町中ひなめぐり　本荘傘鉾つるし飾り・本荘ごてんまり
　　　　　   　制作体験（～11日）　10時～15時　参加料あり　㋕
ゆりほんじょう人形劇フェスティバル　ワークショップ　13時半～　㋕
あきたこまちオープンラージボール卓球大会（～11日）　８時～17時

はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～14時半　㋕
憲法ギャラリー in由利本荘　10時半～15時半　㋕
尾崎小学校吹奏楽部　あしたの風コンサート　開場13時、開演13時半　㋕　
出会いに感謝！コンサート　13時～　入場料あり　㋐

本荘ボランティア祭　バザー inカダーレ（～３日）
　　　　　　　　　　２日正午～16時、3日10時～15時　㋕

第８回相成文會篆刻展示会（～25日）　10時～16時　㋕
第６回草野健次自然体バレー塾（～25日）　８時～17時　 総

　第90回記念選抜高等学校野球大会への
出場を決めた由利工業高校野球部の代表
の皆さんが２月16日に市役所を訪れ、出
場決定の喜びや本番への意気込みを語り
ました。

　渡辺義久監督は「私も選手もみんな地
元で育ってきた。お世話になってきた地
元の人たちに元気や勇気を届けたい。背
伸びせず自分たちらしい野球ができた
ら」と話し、畑山陸翔主将は「地域に愛
される学校として評価してもらったのは、
地域の人たちの支えがあってこそ。その
声援に応えられるよう、全力でやってき
たい」と表情を引き締めました。
　チームは３月10日に沖縄へと出発して
暖かい気候の中でコンディションを仕上
げ、14日に大阪入りする予定。組み合わ
せの抽選は16日に行われます。
　市民一体となって、みんなで地元チー
ムを応援しましょう！








